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新
緑
の
季
節
、
例
年
よ
り
十

日
程
遅
れ
た
桜
の
季
節
も
過
ぎ
、

爽
や
か
な
春
風
が
心
地
よ
く

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
水
田

を
所
有
し
て
い
る
方
々
は
、
田

植
え
も
終
わ
り
一
段
落
し
て
い

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

組
合
に
お
き
ま
し
て
は
、
酪

農
ま
つ
り
の
開
催
、
西
那
須
野

事
業
所
の
閉
所
な
ど
組
合
員
の

ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
平
成

十
八
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
生
乳
生
産
は
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
が
、
市
場
は
低
迷

し
て
お
り
消
費
が
追
い
付
か
な

い
状
態
で
す
。
組
合
と
し
ま
し

て
も
増
産
基
調
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
大
型
連
休
時
に
販
売
不

可
能
乳
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
た

為
皆
様
に
全
乳
哺
育
の
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

春
の
農
繁
期
中
で
多
忙
な
毎
日

と
存
じ
ま
す
が
、
事
故
等
が
な

い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。
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組
合
の
恒
例
行
事
「
酪
農
ま
つ
り
」
を
四
月
九
日

（
日
）、
ふ
れ
あ
い
牧
場
（
高
根
沢
町
）
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。
悪
天
候
が
予
測
さ
れ
た
た
め
、
当
初

の
開
催
日
を
順
延
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
早
朝
よ
り
組
合
員
と
家
族
並
び
に

来
賓
・
消
費
者
約
三
千
二
百
名
が
集
い
、
組
合
員
同

士
の
親
睦
と
消
費
者
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

酪
農
ま
つ
り
の
催
し
と
し
て
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
、
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
地
域
交
流
牧
場
、
青
年

部
、
女
性
会
協
力
に
よ
る
牧
場
体
験
、
子
牛
の
体
重

当
て
、
ミ
ニ
動
物
園
を
催
し
子
供
た
ち
に
大
変
好
評

で
し
た
。
ま
た
、
関
係
業
者
・
機
関
の
ご
協
力
を
頂

き
開
設
し
た
乳
製
品
・
牛
肉
料
理
等
の
特
設
売
店
、

女
性
会
の
ご
協
力
に
よ
る
組
合
牛
乳
を
使
用
し
た

「
パ
ン
」
と
「
や
き
そ
ば
」
の
販
売
、
地
域
酪
農
組

合
に
よ
る
「
焼
き
鳥
・
焼
肉
」
が
昼
食
に
振
る
舞
わ

れ
大
変
好
評
で
し
た
。
そ
の
他
、
牛
乳
普
及
協
会
に

よ
る
手
作
り
バ
タ
ー
体
験
・
牛
乳
早
飲
み
競
争
を
行

い
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
に
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
。
開
会
式
に
は
「
と
ち
ミ
ル
ち
ゃ
ん
」
も
登
場

し
、
子
供
達
に
人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
抽
選
会
は
ス
ピ
ー
ド
く
じ
で
行
わ
れ
、
幸
運
に
も
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「
旅
行
券
」「
洗
濯
機
」
な
ど
を
引
き
当
て
た
方
々
は

大
変
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

共
進
会
は
未
経
産
牛
五
十
六
頭
、
経
産
牛
五
十
一

頭
の
精
鋭
牛
計
百
七
頭
が
集
ま
り
、
八
部
門
に
お
い

て
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
改
良
成
果
を
競
い
ま
し
た
。
審
査

員
は
、
家
畜
改
良
事
業
団
北
海
道
十
勝
種
雄
牛
セ
ン

タ
ー　

福
屋
茂
生
氏
を
迎
え
、
公
正
な
ジ
ャ
ッ
ジ
ン

グ
と
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。
デ
ー
リ
ィ
プ
リ
ン
セ
ス

は
薄
葉　

溜
さ
ん
（
那
須
町
）、
加
藤　

昌
代
さ
ん

（
高
根
沢
町
）、
田
島
登
志
美
さ
ん
（
栃
木
市
）
の
三

名
で
、
入
賞
牛
の
リ
ボ
ン
装
着
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
名
誉
賞
は
未
経
産
の
部
で
和
田
泰
さ

ん
（
那
須
塩
原
市
）、
経
産
の
部
で
那
須
高
原
今
牧
場

さ
ん
（
那
須
塩
原
市
）、
大
瀧
信
夫
さ
ん
（
市
貝
町
）

が
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
九
部
「
地
域
酪
農
牛
群
」

の
優
等
賞
一
席
は
那
須
地
域
酪
農
組
合
で
し
た
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
開
催
さ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ

ウ
で
は
、
一
生
懸
命
牛
を
引
く
子
供
達
に
温
か
い
声

援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
佐
久
間
拓
人
君

（
那
須
町
）、
優
秀
賞
に
藤
田
桃
子
ち
ゃ
ん
（
那
須
塩

原
市
）、優
良
賞
に
大
関
千
聖
ち
ゃ
ん（
那
須
塩
原
市
）

が
選
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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国井正幸議員挨拶　福屋茂生 審査員

ジ ュ ニ ア シ ョ ウ

デーリィプリンセス
田島登志美さん
（栃木市）

薄葉　溜さん
（那須町）

加藤　昌代さん
（高根沢町）

第
五
回
酪
農 �
�����
盛
会 �
�
開
催　
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６部　那須町　那須高原今牧場 ８部　市貝町　大瀧　信夫 氏１部　那須塩原市　和田　　泰 氏

未経産の部　名　誉　賞 経 産 の 部　名　誉　賞

リージェント セレブレーション コラ ケーアイレディ ホームステッド ダーハム ナイト コージー ロング リード レイダー

住　所出 品 者入　賞　牛　名　号出品番号賞部 別

那須塩原市和田　　泰リージェント セレブレーション コラ117

名 誉 賞

ジ ュ ニ ア
チ ャ ン ピ オ ン

那 須 町那須高原今牧場
ケーアイレディ ホームステッド ダーハム ナイ
ト

617インターミディエ
イトチャンピオン

市 貝 町大瀧　信夫コージー ロング リード レイダー804シニアチャンピオ
ン

那須塩原市和田　　泰リージェント セレブレーション コラ117優 等 賞 一 席
第 １ 部 那 須 町小松　俊介マウンテンジャム エモリーダンディー ジェシカ122優 等 賞 二 席

那須塩原市小針　　勤コバリ モデル メクシルド ディアナ114優 等 賞 三 席
那須塩原市臼井　重忠グリーンスター コラ ダーハム219優 等 賞 一 席

第 ２ 部 那須烏山市中山　智之ビックマウンティン ティーエル ダンディー212優 等 賞 二 席
那須塩原市室井　繁幸ウインスレット ロイ ミスティカル214優 等 賞 三 席
那須烏山市中山　真介パインツリー ミス バーク チャンピオン315優 等 賞 一 席

第 ３ 部 那須塩原市相馬　健一アローカップ チャンピオン ミックス フォー306優 等 賞 二 席
芳 賀 町大島　秀樹B．D．Iファーム ローン ドラ305優 等 賞 三 席
市 貝 町大瀧　信夫コージー スチューアート ロイ コンビ407優 等 賞 一 席

第 ４ 部
矢 板 市山本　　訓マウンテンビュー チャンピオン ヤン ジュラー402優 等 賞 二 席
上 河 内 町小林　幸雄シルクランド ビューティ ペイトリアーク ダンテ411優 等 賞 三 席
市 貝 町大瀧　信夫コージー スチュアート ロイ コンビ407ベ ストアダ ー
那須塩原市和田　　泰リージェント チャンピオン フロックス502優 等 賞 一 席

第 ５ 部
那 須 町伊藤　高行イトリフィック オソノ ジャーナリスト キサラギ509優 等 賞 二 席
那須塩原市室井　忠則ロイマーチ ビービー ルドルフ ジミー512優 等 賞 三 席
那 須 町伊藤　高行イトリフィック オソノ ジャーナリスト キサラギ509ベ ストアダ ー
那 須 町那須高原今牧場ケーアイレディ ホームステッド ダーハム ナイト617優 等 賞 一 席

第 ６ 部
那 須 町石川　正勝フリーフライト ミックス クストー602優 等 賞 二 席
那須塩原市皆川　健介ブラック リバーブリッジ コメット613優 等 賞 三 席
那 須 町那須高原今牧場ケーアイレディ ホームステッド ダーハム ナイト617ベ ストアダ ー
那須塩原市那須拓陽高校タクヨウ リーキャシー ダーハム ＥＴ702優 等 賞 一 席

第 ７ 部
那須烏山市桧山　嘉男エム サンライズ スカイラーク プログレス707優 等 賞 二 席
那須塩原市人見　泰弘グリーンエバー ダーハム チーフ701優 等 賞 三 席
那須塩原市那須拓陽高校タクヨウ リーキャシー ダーハム ＥＴ702ベ ストアダ ー
那須烏山市桧山　嘉男エム サンライズ スカイラーク プログレス707ベストプロダクション
市 貝 町大瀧　信夫コージー ロング リード レイダー804優 等 賞 一 席

第 ８ 部
那須烏山市中山　真介パインツリー エンコア コラ806優 等 賞 二 席
那須塩原市和泉　正行ピースメーカー スター リー ハッピー805優 等 賞 三 席
市 貝 町大瀧　信夫コージー ロング リード レイダー804ベ ストアダ ー
市 貝 町大瀧　信夫コージー ロング リード レイダー804ベストプロダクション

那 須 地 域優 等 賞 一 席
第 ９ 部 塩原・西那須野地域優 等 賞 二 席

那須南地域優 等 賞 三 席

７部　一席　那須拓陽高校 

４部　一席　大瀧　信夫 氏

５部　一席　和田　　泰 氏

２部　一席　臼井　重忠 氏

３部　一席　中山　真介 氏
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那
須
烏
山
市
に
お
い
て
、
合
併
に
よ

る
在
任
特
例
の
任
期
満
了
に
伴
う
市
議

選
が
四
月
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
組
合
か
ら
現
職
の
小
森
幸
雄
さ
ん
が

立
候
補
さ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
当
選

を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
根
沢
町
に
お
い
て
任
期
満

了
に
伴
う
町
議

選
が
四
月
四
日

に
告
示
さ
れ
、

定
員
十
七
名
、

立
候
補
者
数
十

七
名
と
な
り
無

投
票
当
選
が
決

ま
り
ま
し
た
。

本
組
合
か
ら
現

職
の
古
口
隆
之

さ
ん
、
斎
藤
満

則
さ
ん
が
当
選

　

昭
和
三
十
一
年
事
務
所
及
・
Ｃ
Ｓ
・

飼
料
倉
庫
と
し
て
創
業
し
、
合
併
後
は

事
業
所
及
び
Ｃ
Ｓ
と
し
て
利
用
し
、
五

十
有
余
年
に
亘
り
那
須
地
域
の
酪
農
発

展
に
資
し
て
き
ま
し
た
西
那
須
野
事
業

所
が
、
県
北
地
域
合
理
化
を
念
頭
に
県

北
地
域
合
理
化
検
討
委
員
会
で
慎
重
な

協
議
を
重
ね
、
地
域
組
合
員
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
て
、
十
八
年
三
月
を

以
っ
て
惜
し
ま
れ
つ
つ
長
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

閉
所
式
は
関
係
者
約
百
名
が
出
席
し

執
り
行
わ
れ
、
式
に
出
席
し
た
越
井
前

副
組
合
長
は
、「
思
い
出
深
い
こ
の
事
務

所
が
閉
所
す
る
こ
と
は
残
念
だ
が
、
組

合
の
合
理
化
は
重
要
だ
。
今
後
も
利
用

者
の
理
解
を
得
な
が
ら
効
率
化
を
図
っ

て
欲
し
い
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。
県
北

地
域
の
事
務
所
の
統
廃
合
は
、
五
軒
町

事
業
所
・
黒
羽
事
業
所
に
次
い
で
の
閉

所
と
な
り
ま
し
た
。 

さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
と
共
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、

市
政
、
町
政
に
お
け
る
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

那
須
烏
山
市
議
選
・
高
根
沢
町
議
選
に 

本
組
合
員
が
当
選
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西
那
須
野
事
業
所 

　
　
　

五
十
年
の
幕
を
閉
じ
る
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酪
農
ま
つ
り『
牛
乳
・
乳
製
品

に
関
す
る
標
語
ま
た
は
川
柳
』

の
選
定
結
果

　

下
野
新
聞
社　

山
崎
智
章
広
告
局

管
理
統
括
本
部
長
兼
広
告
編
集
部
長

に
よ
り
、
次
の
標
語
と
川
柳
が
最
優

秀
作
品
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
多
数

の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
標
語
の
部

　

一
日
一
杯　
骨
元
気

◇
川
柳
の
部

　

給
食
の　
牛
乳
事
情
で　
歳
が
バ
レ
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斎藤満則 氏 古口隆之 氏 小森幸雄 氏 
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那
須
高
原
支
所

　

ヘ
ル
パ
ー
互
助
会
那
須
高
原
支
部

視
察
研
修
会

　

ヘ
ル
パ
ー
互

助
会
那
須
支
部

は
平
成
十
八
年

三
月
六
日
、
専

従
ヘ
ル
パ
ー
六

名
、
臨
時
ヘ
ル

パ
ー
四
名
が
参

加
し
、
北
海
道

の
二
牧
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
視
察
先
は
、
コ
ー
ン
ズ
・
エ

コ
フ
ァ
ー
ム
で
、
近
代
的
な
施
設
を
所

長
の
案
内
に
よ
り
見
学
し
ま
し
た
。
牛

舎
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
、
牛
群

を
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
管
理
し
、
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
三
台
で
百
八
十
頭
を
搾
乳
し

て
い
ま
す
。
牛
舎
内
は
ス
ノ
コ
式
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
床
が
特
徴
で
、
除
糞
作
業

効
率
と
衛
生
面
を
両
立
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
糞
尿
を
利
用
し
メ
タ
ン
発
酵
に

よ
る
発
電
を
行
っ
て
お
り
、
最
先
端
の

環
境
技
術
を
取
り
入
れ
た
牧
場
で
し
た
。

　

次
に
視
察
し
た
五
十
嵐
牧
場
は
、
成

牛
八
十
五
頭
、
育
成
牛
五
十
五
頭
を
飼

養
し
、
個
体
の
年
間
乳
量
平
均
は
一
一
、

〇
〇
〇
㎏
と
高
水
準
の
牛
群
が
特
徴
で

し
た
。
ま
た
、
個
体
改
良
に
も
熱
心
で
、

現
在
エ
ク
セ
レ
ン
ト
牛
を
二
頭
保
有
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
タ
イ
プ
の
違
う
二
牧
場
を
視

察
し
ま
し
た
が
、
ヘ
ル
パ
ー
員
の
見
聞

も
広
が
り
、
と
て
も
有
意
義
な
視
察
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
支
所

　

堆
肥
共
励
会

　

宇
河
今
市
地

域
酪
農
組
合
、

同
青
年
部
共
催

に
よ
る
地
域
堆

肥
共
励
会
現
物

審
査
会
が
平
成

十
八
年
三
月
十

日
、
組
合
本
所

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

組
合
員
か
ら
十
五
点
（
発
酵
舎
部
門
八

点
・
堆
肥
舎
部
門
七
点
）
が
出
品
さ
れ
、

現
物
審
査
の
結
果
、
発
酵
舎
部
門
よ
り

石
崎
巌
さ
ん
・
堆
肥
舎
部
門
よ
り
川
田

佳
男
さ
ん
が
選
ば
れ
、
化
学
分
析
審
査

の
結
果
に
よ
り
総
合
結
果
が
決
定
さ
れ

ま
す
。

　

審
査
に
先
立
ち
、
畜
産
試
験
場
の
脇

坂
室
長
に
よ
る
審
査
説
明
を
受
け
、
副

資
材
・
敷
料
・
処
理
施
設
な
ど
様
々
な

条
件
で
作
ら
れ
た
堆
肥
を
、
参
加
者
の

視
覚
・
触
覚
・
嗅
覚
を
存
分
に
活
か
し

審
査
し
ま
し
た
。
実
際
に
販
売
さ
れ
て

い
る
参
考
堆
肥
三
点
も
陳
列
さ
れ
、
改

め
て
堆
肥
を
見
直
す
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
堆
肥
利
用
に

つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
利
用
者
側
の
ニ

ー
ズ
の
重
要
性
・
適
正
な
堆
肥
化
処
理

で
充
分
に
腐
熟
さ
せ
た
も
の
を
適
正
量

施
す
な
ど
、
こ
れ
か
ら
活
用
す
る
上
で

重
要
な
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
環
境
指
導
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤

課
長
が
講
話
し
、
堆
肥
を
販
売
す
る
際

に
は
特
殊
肥
料
の
認
可
が
必
要
に
な
る

こ
と
な
ど
か
ら
注
意
点
等
に
つ
い
て
学

び
、
今
回
の
出
品
者
の
中
に
も
数
名
の

方
が
堆
肥
の
化
学
分
析
結
果
を
待
っ
て

申
請
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
共
励
会
に
出
品
さ
れ
た
堆
肥

は
、
審
査
後
宇
都
宮
支
所
前
の
花
壇
に

散
布
さ
れ
、
春
の
陽
射
し
に
咲
き
誇
る

花
々
を
支
え
て
い
ま
す
。 

　

栃
木
県
南
支
所

　

栃
木
県
南
支
所
第
三
回
女
性
会
交
流
会

　

女
性
会
芳
賀
支

部
と
河
内
南
部
・

下
都
賀
支
部
と
の

交
流
会
が
平
成
十

八
年
三
月
十
七
日
、

真
岡
市
の
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
静
風
に

て
五
十
六
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
、
熱

気
あ
ふ
れ
る
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
は
東
京
港
区
で
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
「
赤
坂
エ
ル
・
カ
ミ
ー
ノ
」

を
営
み
日
本
ギ
タ
ー
振
興
会
会
長
を
務

め
る
戸
田
健
治
氏
と
歌
手
の
マ
モ
ル
･

マ
ヌ
ー
氏
（
元
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ッ
プ
ス

の
ボ
ー
カ
ル
）
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
「
私
の
生
き
方
」
と

題
し
て
戸
田
氏
の
豊
富
な
人
生
経
験
を

盛
り
込
ん
だ
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。
ま

た
、
午
後
は
会
食
を
し
な
が
ら
マ
モ
ル

・
マ
ヌ
ー
氏
の
歌
声
に
酔
い
し
れ
、
参

加
者
は
少
し
前
の
青
春
時
代
が
蘇
え
っ

た
か
の
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
テ
ー
ブ

ル
席
順
は
く
じ
引
き
で
決
め
名
札
を
付

け
て
頂
い
た
の
で
、
い
つ
も
と
は
違
っ

た
方
と
話
し
が
で
き
、
よ
り
交
流
が
深

ま
り
ま
し
た
。

�

�

�

�
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が
、
累
計
で
は
九
九
・
〇
％
と
前
年
を

下
回
る
実
績
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

関
東
の
三
月
の
特
定
乳
製
品
向
け
に

つ
い
て
は
一
三
・
四
五
％
（
前
年
一
二

・
六
二
％
）
と
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

飲
用
牛
乳
向
け
は
二
・
一
％
の
減
と
飲

用
需
要
の
停
滞
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
量
に
お
い
て
は
前

年
同
月
比
九
九
・
二
％
（
累
計
比
一
〇

〇
・
二
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
に
お
け
る
乳
質
成
績
は
、
脂
肪

率
が
前
年
ほ
ぼ
同
様
三
・
九
七
％
、
無

脂
固
形
分
率
は
八
・
七
八
％
と
な
り
ま

し
た
。
細
胞
数
に
つ
い
て
は
前
年
値
を

下
回
る
（
二
〇
・
六
万
）
好
成
績
と
な

り
ま
し
た
。

　

三
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

生
乳
販
売
課

　

三
月
度
、
生
乳
生
産
量
前
年
比
一

〇
四
・
七
％
。
平
成
十
七
度
実
績

累
計
は
前
年
比
九
九
・
九
％

　

三
月
度
の
生
乳
生
産
量
は
、
一
九
、

〇
三
六
ト
ン
（
前
年
比
一
〇
四
・
七
％
、

計
画
比
一
〇
二
・
五
％
）
と
一
月
、
二

月
に
引
続
き
堅
調
に
推
移
し
前
年
を
上

回
る
生
乳
生
産
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
所
別
に
み
る
と
、
那
須
高
原
支
所

に
お
い
て
は
前
年
比
一
〇
六
・
四
％
、

宇
都
宮
支
所
一
〇
〇
・
三
％
、
県
南
支

所
一
〇
三
・
九
％
の
実
績
と
な
り
、
三

支
所
と
も
に
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
七
年
度
実
績
累
計
は

下
期
に
入
り
前
年
実
績
を
上
回
る
生
乳

生
産
量
で
推
移
し
ま
し
た
が
前
年
比
九

九
・
九
％
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

関
東
に
お
い
て
三
月
度
は
前
年
比
一

〇
一
・
一
％
と
前
年
を
上
回
り
ま
し
た

�
�
�
���

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移
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〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～
350

平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

441271537630104834404月 6日十 勝

5174830614681074月 7日苫 小 牧

11231129374284353414月13日豊 富

4104664423274642684月19日釧 路

501511038853184774634月20日根 室

127311811952144563884月21日北 見

24641238159244593754月24日十 勝

1505597235312971224642,382合　　計

1664927786383431094612,526前　　月

93596541510935125332,471前年同月

４月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：円（税込）〕平成18年４月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

４９,６０９８,４００７４,５５０－１３５ホルス雄
二
十
五
日

西
那
須
野

１９５,９２０１４１,３００２６６,７００－８３Ｆ１雄

１３０,６９９９３,４５０１７０,１００－８２Ｆ１雌

５６,６３６２６,０００６９,０００８３１１ホルス雄
二
十
七
日

館　

林
２２２,２３５１１０,０００２６０,０００８８３４Ｆ１雄

１４５,８１３７８,０００１６１,０００８４３２Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

酪
農
部

　

乳
牛
飼
養
動
態
調
査
よ
り

　

三
月
一
日
現
在
の
乳
牛
飼
養
動
態
調
査

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

出
荷
戸
数
は
六
七
二
戸
（
新
規
加
入
二

戸
含
む
）
で
、
期
中
の
酪
農
中
止
者
が
二

六
戸
（
三
・
四
％
減
）
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、酪
農
中
止
者
の
六
十
五
％
が「
高

齢
・
病
気
療
養
」
を
理
由
に
酪
農
を
中
止

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

飼
養
頭
数
は
、四
一
、一
二
四
頭
と
前
年

よ
り
二
一
七
〇
頭
（
五
・
六
％
）
増
加
し

ま
し
た
。
一
戸
当
り
の
飼
養
頭
数
は
六
一

・
二
頭
（
五
・
二
頭
増
）
で
し
た
。

　

内
訳
を
見
ま
す
と
、
経
産
牛
が
二
七
六

六
五
頭
で
あ
り
一
二
三
五
頭（
四
・
七
％
）

増
加
し
ま
し
た
。
未
経
産
牛
（
初
妊
牛
・

育
成
牛
・
外
部
預
託
牛
）
は
一
三
四
五
九

頭
で
あ
り
、
九
三
五
頭
（
七
・
五
％
）
増

加
し
ま
し
た
。
飼
養
頭
数
に
対
す
る
未
経

産
牛
の
割
合
は
、
三
二
・
七
％
（
〇
・
五

％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

飼
養
頭
数
増
加
の
最
大
要
因
は
、
二
戸

の
大
規
模
農
家
の
加
入
で
す
が
、
他
の
大

規
模
農
家
も
経
産
牛
・
初
妊
牛
が
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

　

分
娩
予
定
頭
数（
三
月
〜
八
月
）に
つ
い

て
は
、
累
計
で
前
年
を
七
七
四
頭
上
回
り

ま
し
た
。
六
月
以
外
で
、
前
年
よ
り
分
娩

予
定
牛
が
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
平

成
十
七
年
九
月
期
動
態
調
査
よ
り
乳
用
種

・
交
雑
種
の
生
産
動
向
を
調
査
す
る
た
め
、

受
胎
・
産
子
の
品
種
等
を
調
査
項
目
に
加

え
て
お
り
ま
す
。
三
月
の
調
査
で
は
、
分

娩
予
定
牛
の
五
六
・
七
％
が
乳
用
種
を
受

胎
し
て
い
る
結
果
と
な
り
、
後
継
牛
確
保

へ
の
努
力
が
窺
え
ま
し
た
。

　

生
乳
生
産
の
見
通
し
で
す
が
、
経
産
牛

・
初
妊
牛
共
に
増
加
し
て
お
り
、
分
娩
予

定
牛
も
前
年
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

需
要
期
の
生
産
量
は
期
待
で
き
る
と
推
察

さ
れ
ま
す
。

� ������������

　

厳
し
い
需
給
状
況
で
す
が
、
産
地
間
競

争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
も
、
よ
り
一
層
の

「
生
乳
の
安
全
・
安
心
」、良
質
な
生
乳
生

産
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
特
段

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

乳牛飼養動態調査表
平成18年３月１日現在　

月　別　分　娩　頭　数
１戸
平均
飼養
頭数

飼　　　養　　　頭　　　数

出荷
者数

調査
年月

支所別
合計８月７月６月５月４月３月合計

外部
預託
牛　

育成牛
未種付
牛　　

成　　　　　牛

小計初妊乾乳搾乳

7,90
9

1,48
6

1,47
3

1,24
2

1,19
6

1,23
1

1,28
1

62.7
25,3
33

1,49
0

4,57
3

19,2
70

2,53
1

2,02
8

14,7
11

404
H18.
3

那須高原
支 所

7,17
4

1,32
3

1,29
8

1,29
6

1,08
7

1,03
7

1,13
3

56.3
23,3
16

986
4,74
5

17,5
85

2,09
7

1,90
6

13,5
82

414
H17.
3

735163175－541091941486.4
2,01
7

504
－

172
1,68
5

434122
1,12
9

－10増　減

1,95
9

34038132221631438653.1
6,79
1

299
1,40
6

5,08
6

720528
3,83
8

128
H18.
3

宇 都 宮
支 所

1,96
5

38635532227130832353.0
6,94
8

287
1,52
5

5,13
6

719526
3,89
1

131
H17.
3

－6－46260－556630.0
－

157
12

－
119

－5012－53－3増　減

2,79
8

50245941739748453964.3
9,00
0

213
1,32
7

7,46
0

900757
5,80
3

140
H18.
3

栃木県南
支 所

2,75
3

48548941137741357857.5
8,69
0

238
1,21
8

7,23
4

709704
5,82
1

151
H17.
3

4517－3062071－396.7310－2510922619153－18－11増　減

12,6
66

2,32
8

2,31
3

1,98
1

1,80
9

2,02
9

2,20
6

61.2
41,1
24

2,00
2

7,30
6

31,8
16

4,15
1

3,31
3

24,3
52

672
H18.
3

合　計
11,8
92

2,19
4

2,14
2

2,02
9

1,73
5

1,75
8

2,03
4

56.0
38,9
54

1,51
1

7,48
8

29,9
55

3,52
5

3,13
6

23,2
94

696
H17.
3

774134171－48742711725.2
2,17
0

491
－

182
1,86
1

626177
1,05
8

－24増　減
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四
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

四
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ

い
て

　

�四
 
　

酪
農
ま
つ
り
結
果
報
告
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

三
月
度
及
び
十
七
年
度
事
業
実

績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

平
成
十
七
年
度
乳
質
共
励
会
表

彰
に
つ
い
て

　

�三
 
　

平
成
十
八
年
度
計
画
生
産
に
つ

い
て

　

�四
 
　

県
酪
連
の
権
利
義
務
の
承
継
契

約
書
に
つ
い
て

　

�五
 
　

第
五
回
通
常
総
代
会
に
つ
い
て

��
��
��
��
��
��

�
�
�
�

職
員
人
事

　

定
年
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

総
務
部
部
長　
　
　
　
　

吉
田　

幸
一

総
務
部
総
務
課　
　
　
　

岡
崎　

久
子

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
所
長　
　

川
上　

力
夫

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ　
　
　
　

益
子　

守
男

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ　
　
　
　

薄
井
セ
ツ
ノ

　

退　
　

職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ　
　
　
　

相
馬　

留
夫

販
売
部
生
乳
販
売
課　
　

野
上　

大
作

　

採　
　

用

総
務
部
総
務
課　
　
　

青
木　

葉
子

那
須
高
原
支
所
指
導
課

池
本
麻
由
子

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ　
　
　

岡
見　

厚
志

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ　
　
　

竹
内　

知
穂

烏
山
事
業
所　
　
　
　

柳
田　

大
士

栃
木
県
南
支
所
指
導
課

大
野
由
美
子

�
�
�
��
�
��

�
�
��
�����
	

（
カ
ナ
ダ
の
調
査
結
果
）

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�

�
�
�
�

　

カ
ナ
ダ
の
新
聞「
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
・

サ
ン
」（
二
〇
〇
六
年
四
月
二
十
五
日
）

に
興
味
深
い
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ス
ト　

ジ
ャ
ベ
ラ
ー
が
選
ば
れ
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
中
部
日
本
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ

ウ
の
長
い
歴
史
の
中
か
ら
、
酪
農
家
の

投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
と
い
う
事
は

大
変
名
誉
な
事
で
あ
り
ま
す
。

　

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
品
者
を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

本
県
よ
り
出
品
さ
れ
た
他
の
出
品
牛
も
、

全
て
一
等
賞
に
入
賞
し
、
輝
か
し
い
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
栃
木
県
入
賞
結
果

は
、
次
ペ
ー
ジ
の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
中
部
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改

良
協
議
会
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

第
一
回
か
ら
第
二
十
九
回
ま
で
の
経
産

・
未
経
産
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

牛
の
中
か
ら
、
中
部
日
本
改
良
協
議
会

に
参
画
す
る
酪
農
家
の
投
票
に
よ
っ
て
、

最
も
印
象
に
残
っ
た
牛
も
し
く
は
、
優

れ
た
牛
を
オ
ー
ル
タ
イ
ム　

オ
ー
ル
中

部
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ル

タ
イ
ム　

オ
ー
ル
中
部　

経
産
の
部
で
、

第
二
十
七
回　

中
部
日
本
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ

ウ
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞

し
た
、
菊
池
善
也
氏（
那
須
烏
山
市
）出

品
の
キ
ク
イ
チ　

ジ
ュ
ラ
ー　

フ
ァ
ー

　

四
月
十
六
日（
日
）静
岡
県
御
殿
場
市

馬
術
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
中

部
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協
議
会
主

催
の
、
第
三
十
一
回
中
部
日
本
Ｂ
＆
Ｗ

シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
、
ア
メ
リ
カ
の
酪
農
家
ハ

ン
ク　

バ
ン　

エ
ク
セ
ル
氏
を
迎
え
、

本
県
か
ら
の
出
品
牛
八
頭
を
含
む
、
約

二
〇
〇
等
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
の
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、

未
経
産
の
部
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
和
田
泰
氏（
那
須
塩
原
市
）出
品
の
リ

ー
ジ
ェ
ン
ト　

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク　

チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
が
選
ば
れ
、
未
経
産
の
部
リ

ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
も

同
氏
出
品
の
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト　

セ
レ
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン　

コ
ラ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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